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令和２年度 奈良市社会福祉審議会 高齢者福祉専門分科会 会議録 

開催日時 令和３年２月２５日（木）午後１時３０分～午後３時００分 

開催場所 奈良市役所 北棟２階第１６会議室 

議  題 
１． 議事録署名人の指名について 

２． 奈良市老人福祉計画及び第８期介護保険事業計画について 

出 席 者 

委 員 
渡辺委員、國分委員、梅林委員、高橋委員、矢追委員、木村委員、

中井委員、【計７人出席】 

事務局 
米浪部長、伯耆次長、濱田福祉政策課主幹、北村補佐、秋田介護福

祉課長、杉本係長、田中係長、花村長寿福祉課長、凪補佐、伊藤係長 

開催形態 公開（傍聴人０人） 

担 当 課 福祉部長寿福祉課 

議事の内容 

１．議事録署名人の指名について 

議長より、木村委員、高橋委員を議事録署名人に任命。 

２．奈良市老人福祉計画及び第８期介護保険事業計画 

事務局より「奈良市老人福祉計画及び第８期介護保険事業計画」について説明 

 質疑応答 

（委 員）特別養護老人ホームの入所待ちがある状況と聞いている。ハード面の整備が必

要だと思うが、特別養護老人ホームの待機者の状況について説明願いたい。 

（事務局）退所者数といわゆる入所者数、希望者数を見たところ、マイナスにはならない。

ただ、施設によってかなり差が出ているというのが現状である。 

（委 員）高齢者虐待を最近問題に感じている。老老介護で苦労している人もいるので、

児童相談所みたいなところは、高齢者に対しては無いのか。 

（事務局）児童相談所はいくつか機能があり、相談を受ける機能と一時保護として緊急に

避難できる機能がある。高齢者虐待の相談先は地域包括支援センターになる。

相談の入り口としては身近なところに地域包括支援センターがあるが、高齢者

の一時保護施設は奈良市にはない。ただ、養護として介護が必要な方は、利用

しているデイサービスや病院など、身体のケアができるところを探して避難さ

せるような措置をしている。地域のネットワークを作って色々な手段を持って

おくことが有用と考える。 

（委 員）老人とは一体何を指すのか。2040 年に高齢化率が 39.7％となるが、65 歳を起

点にしているのか。人生 100 年時代となり、定年を 65 歳、再任用で 70 歳とい

う話が出ている中で、どう考えているのか聞きたい。また、万年青年クラブも

組織が衰退している。クラブの対象者は奈良市で 11万人を超えているが、実際

には１万３千人程度で、どんどん入会者が減っている。個々の老人のニーズに

合った、幅広い運動に変えていかないと、どんどん衰退していく。 

（事務局）高齢者はものすごく幅広い。万年青年クラブ会員は 60歳から入れるが、老人福

祉法での老人は 65歳、介護保険も 65歳で、後期高齢者が 75歳となる。ななま
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るカード、バス券は 70歳。幅広く対応しているので、一概に高齢者として取り

扱うことの難しさは今後出てくるだろうと、指摘の通りだと思う。万年青年ク

ラブは自身の健康のための活動をすることが元々の意義であったが、今はそう

いう時代ではない。高齢者であっても人を助ける立場にもなるし、助けられる

立場にもなる。2040年に向けて、市民の構成が変わっていく中で、色々な状況

を汲み取りながら取り組みたいと考えている。 

（委 員）日本はすごく長寿で、諸外国と比べると寝たきり期間が長い国でもある。予防施

策について具体的に書いた方が良いのではないか。また、健康寿命が伸びても家

庭介護力の低下の問題もある。いくら訪問看護や在宅医療をしても、力になれる

家族がいないと、結局、地域包括ケアシステムそのものが崩れる。家庭介護に対

して保護する施策がないといけない。家で介護する方に、市としてどう保護して

いくかという観点も今後は進めてもらいたい。 

（委 員）第８期になって第７期で進めてきたことの形ができてきたと思う。第８期で魂の

入ったものにしていってもらいたいと思う。60 ページ、コロナ禍で介護者が感

染した際に家に取り残される高齢者のための設備について、今はそれぞれ病院や

施設にお願いしている状態であるが、「速やかに支援できる体制づくりに取り組

む」とあるので、今後じっくり見せていただこうと思う。 

（委 員）いかに高齢者の問題が複雑多岐に渡っているか、ニーズが沢山あるかということ

なので、専門家の育成がこれから必要になる。コロナの影響で高齢者が生活困窮

に陥るケースも出てくると思う。受け皿をどうするか考えていかないといけな

い。年金は減る代わりに介護保険や医療費の負担が増えていく中で、老人クラブ

の活動のあり方もこれから自然に変わっていくのではないか。また、包括支援セ

ンターに精神保健福祉士や PSW、弁護士にも入ってもらって、一カ所で相談で

きるような体制を作ると良いと思う。 

（委員長）これをどう活かして、どう次期につなげていくか、根本の問題の意見を頂戴した。

パブコメは何件あったのか。 

（事務局）６件の提出があり、10項目の意見があった。 

 

審議の結果 

会議で提示した素案通りで承認された。 

 

 

 


